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論文内容要旨
コンポジットレジン材料は歯科保存学分野において広く応用されている。しかし，コンポジットレ
ジンの臨床使用において，二次カリエスにつづき材料の破壊が，治療失敗の大きな原因となっている。
コンポジットレジンの曲げ強さは，材料の吸水，化学的劣化，生物的劣化など種々の因子に影響され
る。人間の唾液中には各種酵素があり，これらの酵素はコンポジットレジンのメタクリルベース有機
物を分解する作用がある。コンポジットレジン材料や接着剤に使用されている Bis－GMA は，唾液の
酵素より分解され，接着力や材料の力学的性質に影響を及ぼすことが報告されている。アミラーゼは
唾液中の酵素の一種類で，ストレスマーカーの一つとして医療学分野において広く用いられている。
人においては，ストレスを感じると唾液中のアミラーゼ活性が変化すると言われている。しかしなが
ら，アミラーゼ活性がコンポジットレジン材料の力学的特性に及ぼす影響については十分に解明され
ていない。
本研究ではストレスマーカーとして広く用いられているアミラーゼに注目し，一種類のナノフィ
ラーコンポジットレジンと二種類のマイクロハイブリットフィラーコンポジットレジンを用い，アミ
ラーゼ活性が歯科用コンポジットレジン材料の力学的特性に及ぼす影響について検討した。
研究では，600番の耐水ペーパーで研磨した25mm ×2.0mm ×2.0mm のコンポジットレジンサンプ
ルを用い，25KIU/L，50KIU/L，100KIU/Lおよび200KIU/Lの37℃アミラーゼ溶液に浸漬０日，１ヶ
月，２ヶ月，３ヶ月，６ヶ月および12ヶ月後における，材料の曲げ強さ，曲げ弾性率を万能材料試験
機（Instron 5565）用い，ISO4049：2009の指示に従い計測した。コントロールには人口唾液溶液を
使用した。
アミラーゼ溶液への浸漬は材料の曲げ強さに対して，ナノフィラー材料では有意な影響を与えず，
マイクロハイブリットフィラー材料では有意な影響を与えることが示唆された。曲げ弾性率において
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は，ナノフィラー材料は酵素活性の向上により曲げ弾性率の向上が認められ，マイクロハイブリット
フィラー材用では酵素活性の向上により曲げ弾性率の低下が認められた。
本研究より，唾液中のアミラーゼ活性は歯科用コンポジットレジンの曲げ強さ及び曲げ弾性率に影
響を及ぼすことが示唆された。これらの結果は，アミラーゼ活性の相違，つまりストレスの影響によ
り，歯科用コンポジットレジンの力学的性質が変化し，治療効果が大き左右されることを提示するも
のである。
審査結果要旨
コンポジットレジン材料は歯科修復において広く応用されている。しかし臨床上の課題も残されて
いる。特に，材料そのものの破壊は，歯質－レジン界面の剥離とともに二次カリエス発生などの有害
事象の大きな原因となっている。すなわち口腔内環境ではコンポジットレジンの強度は，吸水，化学
的劣化，生物学的劣化など種々の因子の影響により低下する。唾液中には各種酵素があり，一部の酵
素はコンポジットレジンのメタクリルベース有機物を分解し，生物学的劣化を引き起こす。なかでも
コンポジットレジンや接着剤に最も使用されている Bis－GMA は唾液酵素より分解され，接着力や力
学的性質に影響を及ぼすことが報告されている。
一方，唾液中の酵素の一つであるアミラーゼは，ストレスマーカーとしても医療分野において広く
用いられており，その活性はストレスレベルにより変化すると言われている。これらから，コンポジッ
トレジンの劣化は，現代社会において無視することのできない，ストレスにより影響を受けているこ
とが推察される。
しかしながら，アミラーゼ活性とコンポジットレジンの力学的特性との関連は十分に解明されてお
らず，本論文ではここに着目している。
論文では，600番の耐水ペーパーで研磨した25mm ×2.0mm ×2.0mm のコンポジットレジンサンプ
ルを用い，25KIU/L，50KIU/L，100KIU/Lおよび200KIU/Lの37℃アミラーゼ溶液に浸漬０日，１ヶ
月，２ヶ月，３ヶ月，６ヶ月および12ヶ月後における，材料の曲げ強さ，曲げ弾性率を万能材料試験
機（Instron 5565）用い，ISO4049：2009の指示に従い計測している。被験対象としては一種類のナ
ノフィラーコンポジットレジンと二種類のマイクロハイブリットフィラーコンポジットレジンを用い
ている。コントロールには人口唾液溶液を使用した。結果として，コンポジットレジンの曲げ強さは，
ナノフィラー材料では有意な影響を与えず，マイクロハイブリットフィラー材料では有意に影響を受
けることを見出した。また曲げ弾性率では，ナノフィラー材料は酵素活性の向上により曲げ弾性率の
向上が認められ，マイクロハイブリットフィラー材用は酵素活性の向上により曲げ弾性率の低下がみ
られた。すなわち本論文は，アミラーゼ活性の相違により，歯科用コンポジットレジンの力学的性質
が変化することを示したものであり，ホストとなる生体側のストレスレベルにより，コンポジットレ
ジンを用いた修復治療の成績が左右されることを示唆したものである。これらの知見は，生体材料を
歯という硬組織に用いることの多い歯科治療においても，ホスト側のさまざま因子を考慮することの
必要性を説くものでもある。
以上のことから，本論文は博士（歯学）の学位に値するものと判断される。
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